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目的目的目的目的

平成22年度に策定された第５期厚岸町総合計画が、平成31年度を

もって終期を迎えます。

総合計画とは、厚岸町が目指すべき将来像を、10年先を見据えて総

括的に策定するものであり、その策定に町民の意見は欠かせません。

本ワークショップは、新たな総合計画を策定するにあたり、町民の

方々のご意見を広く反映すべく開催するものです。

10年先を見据え、これからの厚岸町をよりよく発展させるべく、

ワークショップで生まれた町民の方々のご意見を検討し、その中から、

新たに策定する厚岸町総合計画にふさわしい意見を選考し、反映させて

いただきます。

第１回となる今回のワークショップでは、「産業、観光、雇用、移

住・定住」の分野について、意見交換を行いました。

概要概要概要概要

� 日 時：平成30年９月29日（土） 15：00～17：00

� 場 所：厚岸情報館 ２階 視聴覚室・会議室

� 対 象：厚岸町民

� 主 催：厚岸町

� グループ：６グループ（計3７名）

� テ ー マ ：にぎわいに満ちた活力と魅力あるまち厚岸



Ａ班

Ａ班のまとめ

現状や実体験

災害への備え
タクシー

20：00まで

子供を一時的
に預ける場所

がない

SNS周知
看板等で
注意喚起

衛生面での
意識の向上

ごみのポイ
捨てなど

避難場所
冬期の備え

漁業従事者
不足 担い手不足 後継者不足

商店街空洞
化

宿泊不足

人口減少抑制

産業

子供と楽し
めるイベン

ト

子育て世代
育児をしな
がら働ける

環境

子供を預けら
れるボラン
ティアなど

公共施設の
有効活用

厚岸の魅力
産業を含め
たイベント

生産力の向
上

体験型漁業

安定した収
入
確保

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

商業・観光

雇用 移住・定住

雇用／移住・定住

産業 商業・観光

観光

その他

その他

産業では酪農と漁業が主体であるものの、漁業従事者が不足しているほか、後継者や漁船の乗組員も不足し
ている。また、商店街に空き店舗が多く、閑散としていて、人口減少の抑制が課題となっている。町内には、
子どもを預ける場所が少ないため、母親が働くことが難しく、楽しく子育て出来る環境づくりが必要だ。観光
では、町の魅力を発信するイベントの開催や、SNSを利用したPRをしてはどうかと提案があった。さらに、観

光客にきれいな町と思ってもらうため、清掃に加え、行政には看板等で注意喚起してほしい。震災でブラック
アウトした際、現実を受け止められなかった。その教訓を生かして避難場所の備えをしてほしい。



Ｂ班

Ｂ班のまとめ

現状や実体験

産業

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

商業・観光

桜まつり、カキま
つり 会場時はい
つも渋滞している

Uターンで
帰ってきても
就職口がない

夏祭りを観光
に生かしてく

れない

案内所が
不足

イベント時も
案内所が不明

コンキリ
エに休み
がある

宿泊施設がない
入浴施設

が
少ない

イワシがとれ
なくなり工場
が閉鎖した

子供連れで行
けて遊べる公
園が少ない

室内で遊
べる施設
が少ない

タクシーが早く
終了してしまう

オフシーズ
ンの観光が
少ない

借家家賃が
高い

コンキリエの水槽
の魚の種類が少な
く楽しくない

働く場所
が少ない

交通の便が
不便

土日に子供を
連れて行ける
場所がない

室内で遊
べる場所

休みの日に
子供を遊ば
せる場所

低価格で住める所
避暑地

代行タク
シー

インフォメー
ションの場所を

明確に

学校（旧校舎）
再利用

コンキリ
エ周辺の
整備

伝統継承など
のバックアッ

プ

企業の誘
致

宿泊所の
充実

巡回バス
週末など

夏祭りを生かして連
携・地域おこし・PR
（各団体の連携）

町民との協
働の計画つ
くり→実行

企業誘致

学校の再利
用・譲渡
→再利用

子育て支援セ
ンターの土日

運営

観光施設の
充実化

（滞在型観光）

キャンプ場
整備

雇用 移住・定住

商業・観光

雇用 移住・定住産業

商業・観光

雇用

宿泊・入浴などの施設や、働く場所も無いため、人が集まりづらい。子育て世代が子どもを連れて行ける屋
内の施設がないため、子育て支援センターを土日も運営してはどうかという意見があった。観光では、夏祭り
の実行委員以外の町民の協力を得て、お祭りをもっと大きくし、観光に生かしたい。また、夜間の代行タク
シーや週末のバスを運行してほしい。雇用がないと、町に人が残らないため、企業誘致を行い、雇用や人口の
増加につなげることが望まれる。



Ｃ班

Ｃ班のまとめ

現状や実体験

産業

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

商業・観光

活気がない

施設などが

全てバラバ
ラ

人口減少

仕事が

限られて
いる

何でも

中途半端な
施設

企業の連
携がない

雇用が提供できる
箱・資金・情報

厚岸には
資源が

たくさんある

給料が安い
待遇が悪い

イベント運営を
ボランティアに

頼りすぎ

町内の飲食店
を使う頻度が

少ない

滞在型観光を

する場所がな
い

宿泊施設が
少ない

新しい起業
が少ない

養殖を増
やした方
が良い

働く場が
ない

カキとウィスキー
しか道外に知られ

ていない

団体・行政の横の
つながりがない

文化会館が
ある

今すぐで
きること
をやる

自らが住み
たいと思え
る町にする

養殖業が
盛んで高
収益

家族を呼
び込む観

光

起業者による
事業が成功

運営側も楽し
める稼げる
イベント

ネーミングや
伝説などをうまくつくり

観光客を増やす

大きな楽しい
公園がある

夜間タク
シーが走っ
ている

公園の
整備

町民が町に

興味を持
つ！

町民のイ
ベントへ
の理解？

企業のイ
ベント協
力・理解

ラジオ体
操に参加

民間レベルで

横のつながり
を模索する

団体の連携強化

１か所で何
でもできる
施設がある

支援制度等の
アナウンスがない

情報が伝わって
こない

（資金情報等）

分野ごと
に施設を
集約する

子供から高齢
者まで楽しめ
る公園がある

コンパク
ト

シティ化

公園でラジオ
体操

相談窓口設
置

匿名意見を
拾う

町おこしイベ
ントの人手不

足

町の企業
が知られ
ていない

町民意見の
吸い上げ

雇用

移住・定住

産業

公園・観光

その他

4分野以外の意見も沢山上げられた。産業に関しては、仕事が限られ、企業の連携があまり見られないとい
う意見があった。また、町内の企業が町民にあまり知られていない。雇用に関しては、給与が低いため、待遇
改善が必要と考えられる。観光に関しては滞在施設などがなく、既存の施設も点在しているため、まとまりが
ない。民間イベントのボランティアも人手不足な状態だ。
収入も良い養殖に力を入れたり、大きな公園を整備するなど、今すぐ出来ることを始めるべき。町民自ら、

町に興味を持ち、自ら住みたいと思える町にする必要がある。

町民

移住・定住

行政

地域・団体



Ｄ班

Ｄ班のまとめ

現状や実体験

産業

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

商業・観光

それぞれがバラ
バラで調整する
ような仕組みが

ない

素晴らしい資
源が生かされ
ていない

一次産業は
人手不足

町の商店もや
る気がないし、
町民も利用す
る気がない

丸一日厚岸に
いても楽しめ
る施設がない

厚岸に来たけ
ど、すぐ遠出
してしまった

移住したいと
思う町なの
か？受入体制

等

親の年代が厚岸の
良さを理解してお
らず、町で働きた
い若者が少ない

漁業はキツイ・
汚いなどイメー

ジが悪い

農業における
離農や後継者
問題がある

酪農

極みるく発表か
ら更に期待

自然を生か
した
観光

雇用と技術技
能の習得は
死活問題

滞在型の施設
があれば雇用
も促進される

林業

結び付きから更
にアピールを

水産業

特にカキ
は◎

意識改革の
ための教育

働く場、所得
子育て環境

医療費無料など

人材・人の
力・人のつ
ながり

厚岸の自然の
良さを生かす

定休日の対応

（案内所の充
実）

食の分野から入り
込み、つながりを

更に拡大

町の歴史や文
化にふれる機
会を増やす

立寄り型
→滞在型へ

移住・定住

その他

産業

観光
雇用

観光

その他

雇用／移住・定住

全分野の政策がバラバラなので、もっと結び付くことで、素晴らしい環境・資源を生かしたい。商店街の活
性化については、商店側も土日営業をしたり、お客さん側も町内で買物をするなど、積極的に盛り上げる必要
がある。産業については、人手不足で（特に酪農）雇用を促進する必要がある。食をメインとした観光から人
を取り込み、それに付随する形で観光も盛り上げたい。町を盛り上げようという町民への意識付けが必要であ
る。



Ｅ班

Ｅ班のまとめ

現状や実体験

産業

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

商業・観光

食のＰＲを
行う

カキの他

ウィス
キーも

カキというブ
ランドを守っ
ていきたい

イベントは
十分な集客
がある

観光を含め魅
力を知っても
らいたい

まずは人を
呼びたい

酪農業は収入
もよいが後継
者がいない

サンマが獲れ
るとにぎわい
が出る（運送
業など）

翔洋高校10周年
を迎えた。

20年までもつか

カキ漁師は
後継者がいる

仕事があっても
若者がいない

食のＰＲの
最終目的は？
利益？集客？

役場も町外の職
員が増えている。

町内から受験し
ない

タクシーの

営業時間の延
長

ウィスキー工場
を町民が気軽に
見学できないか

宿泊施設の
充実

買物が町内で
完結できる

遊具等がある
公園がほしい

商業施設に
遊具がほしい

町民が町のイ
ベントに協力
してほしい

できるだけ町民が
地元で買物をする

行政も

経営者は集客
のため努力す

べき

経営者や町民が

気軽に相談でき
る窓口がほしい

行政と商工会が
協力する

働く所が少ない
応募も少ない

獲るべき時期に水
揚げがあったほう
が良い（サンマ）

地元の子供が
地元に残る

障害者に対す
る雇用の受入

高校・大学への
進学で町を離れ

る

滞在型の観
光

雇用
移住・定住

産業

雇用／移住・定住

商業・観光

観光

観光ではカキやウイスキーなど食でPRしたいが、最終目的が利益か集客かを決めておくべきだと感じる。
酪農や水産業では、業種の特殊性により世襲制でないと難しいものもあり、後継ぎ問題が課題だ。一次産業の
振興を図らないと、それに付随する加工業や運送業が成り立たなくなってくる。雇用では、地元を知る若手が
進学などで町を離れてしまい、役場も含め町内に就職する人が少ない。町民が町の良さを知らない。

理想は、サンマが安定的に獲れると、漁業や付随する産業も安定する。観光では、滞在型の施設や交通手段
を確保して欲しい。町民の地元に対する意識改革をして、町内に残って欲しい。町民が町のイベントに協力す
るための受皿も必要だ。

商業



Ｆ班

Ｆ班のまとめ

現状や実体験

その他

理想

町民ができること、地域・団体ができること、行政がすべきこと

観光

観光を紹介
する所は？

自然は良いが
ゴミがすごい

食事はコン
キリエ？

何もない

自然が良い
のに

公園等の
遊べる場所が

ない

森髙牧場の
チーズ・ソフ
トクリーム

自治会・隣近所の
付き合いに若者が

入れない

ボランティ
アの参加

厚岸湿原の
ゴミ清掃

厚岸湖内の
ゴミ清掃

宣伝の弱さ

他町の自
然に

目が行く

全町における
ゴミ清掃

子育てに向
けた

施設の充実

現在ある公園
等に隣接した

遊び場

町内全体の

ゴミ清掃を
する

子野日公園
に室内で食
べる所

昆虫採取が
できる公園

みんなが集う公
園・食事処が１か
所にあれば良い

環境・観光
に向けた清

掃

町民の意識
付け

アイデア当事者
（子育て世代）

行政にお金
（調達）

ゴミをなくすため
の町民の意識力

地域内のゴミ清
掃

別寒辺牛湿原ラ
ムサール等のア
ピールが弱い

観光面に弱い

国道・町道
道道沿いのゴミ

リーダーシッ
プによる町民

の協力

移住・定住

観光

観光

観光では、Uターンした人から「厚岸は自然に加えて、食もアピールできる」という声がある。また、自然
を大切にするという意味で、ごみ清掃も実施しているが十分ではないため、町民全体で清掃をするなど、意識
付けをしてはどうか。子育て世代が集まるような大きな公園（遊具）や施設が無い。他の市町村からも集客で
きるようなアイデアを当事者（子育て世代）から集めてはどうか。行政にはそのためのお金の調達をお願いし
たい。

商業

商業

移住・定住

産業



第１回ワークショップのまとめ第１回ワークショップのまとめ第１回ワークショップのまとめ第１回ワークショップのまとめ

第１回は、産業、観光、雇用、移住・定住の分野についてワーク

ショップを開催しました。産業の振興は雇用を生み、雇用があることは、

移住・定住へとつながります。また、観光を通して町の魅力を知ること

は、厚岸町への移住につながります。このように、個々の分野が相互に

関連する内容となっておりました。第１回ワークショップのまとめは、

以下のとおりです。

産業産業産業産業

漁業や酪農といった第１次産業において、担い手や後継者が不足していると
いう意見が複数上げられました。町内には第１次産業に付随した運送業や加工
業も営まれていることから、産業全体の振興を図るために、担い手や後継者を
確保することは喫緊の課題です。

また、観光と関連して、観光客が第１次産業を体験できるような、体験型観
光の商品化を求める声も上がりました。このように、カキやウィスキーといっ
た、すでに知名度の高い特産品を大切にするとともに、新たな魅力あるものの
創造や、そのＰＲが求められています。

観光と商業観光と商業観光と商業観光と商業

観光客を呼び込み、滞在してもらうためにも、商業施設や宿泊施設、大きな
公園の整備、夜間タクシーの運行などを求める意見が複数上げられました。こ
れと同時に、観光客に、町に好感を抱いてもらえるよう、ゴミ清掃など環境の
美化を推進することも課題です。

また、新たな観光客を呼び込むためにも、多くの町民から協力を得て、町外
の方が思わず訪れてみたくなるようなイベント等を開催することや、ＳＮＳ等
を通じてＰＲを積極的に行っていくことが求められています。

雇用と移住・定住雇用と移住・定住雇用と移住・定住雇用と移住・定住

働く場所が少ない、職種が限られている、給与や待遇が悪いといった意見が
上げられました。子どもたちに地元に残り続けてもらうためにも、Ｕターン・
Ｉターンを受け入れるためにも、起業の促進や企業誘致を推進するとともに、
雇用環境の改善を図る必要があります。

また、移住・定住を推進するためには、子育て世代にとって魅力的な町であ
ることが重要です。現状では、子どもを預けられる施設が少なく、子育て世代
が働くには難しい環境であるとの意見も上げられており、こうした方々のアイ
ディアを取り込んだまちづくりを推進することが求められています。



みんなで考える厚岸町の10年後
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